
 

 

 
 

進路希望実現のために⑦ ＊私立高校特集の３回目です。  
 

高校生のための就学支援 【就学支援の申請手続きは、高校入学後になります】 
 

現行の制度（現高校１年生～）では、 
 

① 「国の就学支援金（高等学校等就学支援金及び高校生等臨時支援金）」により、世帯年収に限らず授
業料の支援として年額最大４５万７,２００円（月額最大 3８,１00円）の補助がされます。 
※通信制課程の支給上限額は年額最大３３万７,２００円となります。 
 

② 「道の授業料軽減補助金」として最大２,０００円が上乗せして補助されます。 
 

③ 授業料以外の教育費負担軽減のため、高校生等がいる年収４９０万円未満程度の世帯に対し「奨学の
ための給付金」が支給されます。 

 
学費負担が軽減されたため、私立高校も選択しやすくなっています。詳しくは、下に北海道私立中学高等学

校協会の資料を転載しましたので、ご覧ください。この資料は先日配付した「北海道の私立学校紹介 私学ナ
ビ２０２７」に掲載されています。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
私立高校の学費負担が軽減されて、１月入試での進学者も増加する傾向があります。公立と私立の併願（２月
入試）は、公立が第一志望でも、受験生の心理的負担軽減や公立入試前の力試し、試験慣れの効果などを期待
できます。出願先の検討には、独自性の強い各私立高校の特徴（教育内容、クラブ活動、卒業後の進路先など）
を知ることが大切です。説明会やパンフレット、ホームページ、「進路のしおり」等を利用して調べてみましょう。 
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